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• 水野 伸太郎（Shintaro Mizuno) 
• 社外出向期間を除き、一貫して武蔵野の研究所で勤務 

• ソフトウェア研究所→情報流通プラットフォーム研究所→ 

• NTTソフトウェアイノベーションセンタ（SIC） 

 

私のチームでは 

• 仮想ネットワークを組み込んだクラウド基盤の開発などを 
行っています。 

 

• グループ各社で提供する、様々なサービスで利用できるような 
クラウド基盤を目指しています。 

 

• SICではSDNコントローラを作る側のチームも活躍していますが、 
クラウド基盤にSDNを組み込んで「使う側」のチームです。 

 

自己紹介 
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データーセンター ネットワーク お客様拠点 

 
 

ユーザーLAN 

お客様 

我々が目指すクラウド 

 
 
 

WAN 
（インターネット、VPN） 

 

 
 

データセンタ 
ネットワーク 

End-End 仮想ネットワーク 
 

ネットワーク 

柔軟・迅速・安価 End-End品質 

① オープンアーキテクチャーをベースとし、 
② クラウド・セキュリティ技術をアドオンして差異化を図り、 
③ ネットワーク仮想化技術を用いてキャリアとしての強みを伸ばす 

安心 

オープンアーキテクチャー 
クラウド基盤 
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上位サービスを柔軟に構築可能とするための 
クラウド基盤でのSDNの利用 

オーケストレータ（OpenStack） 
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マルチハイパーバイザ 

ソフトスイッチ   物理スイッチ・ルータ 

実行系 

制御系 

オーケストレータで他の仮想 
資源と連携して制御 
（我々はOpenStackを利用） 

必要な機能に応じて複数のSDN
コントローラを組み合わせて 
利用（L2：A社、L3：OSS等） 

SDNコントローラをプラガブル
に利用(OpenなAPIとPlug-in） 

マルチHVで利用 

用途に応じ、物理・ソフト
スイッチを選択（？） 

A社 

Plugin 

OSS 

Plugin 

B社 

Plugin 


